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＊
魚
類
（
４
種
）

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

ど
じ
ょ
う
科
ア
ユ
モ
ド
キ

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

こ
い

科
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

平
成
７
年

○
（
平
成
８
年
）

ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ

平
成
1
4
年

○
（
平
成
1
6
年
）

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ

平
成
６
年

○
（
平
成
７
年
）

＊
昆
虫
類
（
1
5
種
）

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

は
ん
み
ょ
う
科

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

平
成
2
0
年

○
（
平
成
2
1年
）

げ
ん
ご
ろ
う
科
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

平
成
８
年

○
（
平
成
1
7
年
）

マ
ル
コ
ガ
タ
ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

平
成
2
3
年

フ
チ
ト
リ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

〃
シ
ャ
ー
プ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
モ
ド
キ

〃
く
わ
が
た
む
し
科
ヨ
ナ
グ
ニ
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ

平
成
2
3
年

こ
が
ね
む
し
科
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ

平
成
８
年

○
（
平
成
９
年
）

せ
み

科
イ
シ
ガ
キ
ニ
イ
ニ
イ

平
成
1
4
年

し
じ
み
ち
ょ
う
科
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ

平
成
2
0
年

○
（
平
成
2
1
年
）

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ

平
成
８
年

○
（
平
成
９
年
）

た
て
は
ち
ょ
う
科
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ

平
成
2
3
年

え
ぞ
と
ん
ぼ
科
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ト
ン
ボ

平
成
2
0
年

○
（
平
成
2
1
年
）

あ
お
い
と
と
ん
ぼ
科
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ

〃
○
（
平
成
2
1
年
）

は
な
だ
か
と
ん
ぼ
科
ハ
ナ
ダ
カ
ト
ン
ボ

〃
○
（
平
成
2
1
年
）

と
ん

ぼ
科
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ

平
成
６
年

○
（
平
成
８
年
）

う
ち
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
７
種
）

＊
植
物
（
2
6
種
、

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

ち
ゃ
せ
ん
し
だ
科
ヒ
メ
タ
ニ
ワ
タ
リ

平
成
2
0
年

○
（
平
成
2
1
年
）

き
く

科
コ
ヘ
ラ
ナ
レ
ン

〃
○
（
平
成
2
1
年
）

お
し

だ
科
ア
マ
ミ
デ
ン
ダ

平
成
1
1
年

○
（
平
成
1
1
年
）

つ
つ

じ
科
ム
ニ
ン
ツ
ツ
ジ

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

ウ
ラ
ジ
ロ
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ

平
成
2
4
年

ヤ
ド
リ
コ
ケ
モ
モ

平
成
1
1
年

し
そ

科
シ
マ
カ
コ
ソ
ウ

平
成
2
0
年

○
（
平
成
2
1
年
）

の
ぼ
た
ん
科
ム
ニ
ン
ノ
ボ
タ
ン

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

す
い
れ
ん
科
シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ

平
成
2
4
年

ら
ん

科
ア
サ
ヒ
エ
ビ
ネ

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

ホ
シ
ツ
ル
ラ
ン

〃
○
（
平
成
1
6
年
）

チ
ョ
ウ
セ
ン
キ
バ
ナ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

平
成
1
4
年

○
（
平
成
1
6
年
）

ホ
テ
イ
ア
ツ
モ
リ

平
成
９
年

○
（
平
成
９
年
）

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

平
成
６
年

○
（
平
成
６
年
）
○
（
平
成
８
年
）

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

平
成
９
年

○
（
平
成
９
年
）

オ
キ
ナ
ワ
セ
ッ
コ
ク

平
成
1
4
年

○
（
平
成
2
0
年
）

コ
ゴ
メ
キ
ノ
エ
ラ
ン

平
成
1
1
年

シ
マ
ホ
ザ
キ
ラ
ン

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

ク
ニ
ガ
ミ
ト
ン
ボ
ソ
ウ

平
成
1
4
年

こ
し
ょ
う
科
タ
イ
ヨ
ウ
フ
ウ
ト
ウ
カ
ズ
ラ

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

と
べ

ら
科
コ
バ
ト
ベ
ラ

〃
○
（
平
成
1
6
年
）

は
な
し
の
ぶ
科
ハ
ナ
シ
ノ
ブ

平
成
７
年

○
（
平
成
７
年
）
○
（
平
成
８
年
）

さ
く
ら
そ
う
科
カ
ッ
コ
ソ
ウ

平
成
2
4
年

き
ん
ぽ
う
げ
科
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ

平
成
６
年

○
（
平
成
６
年
）
○
（
平
成
７
年
）

は
い
の
き
科
ウ
チ
ダ
シ
ク
ロ
キ

平
成
2
0
年

○
（
平
成
2
1
年
）

く
ま
つ
づ
ら
科
ウ
ラ
ジ
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
一
覧
表

平
成
2
5
年
６
月
現
在
（
全
8
9
種
）

＊
鳥

類
（
3
7
種
）

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

が
ん
か
も
科
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン

平
成
５
年

う
み
す
ず
め
科

エ
ト
ピ
リ
カ

〃
○
（
平
成
1
3
年
）

ウ
ミ
ガ
ラ
ス

〃
○
（
平
成
1
3
年
）

し
ぎ

科
ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ

〃
○
（
平
成
1
1
年
）

カ
ラ
フ
ト
ア
オ
ア
シ
シ
ギ

〃
こ
う
の
と
り
科

コ
ウ
ノ
ト
リ

〃
と

き
科
ト
キ

〃
○
（
平
成
５
年
）

※
平
成
1
6年
改
定

は
と

科
キ
ン
バ
ト

〃
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト

〃
○
（
平
成
1
8
年
）

ヨ
ナ
ク
ニ
カ
ラ
ス
バ
ト

〃
わ
し
た
か
科
オ
オ
タ
カ

〃
イ
ヌ
ワ
シ

〃
○
（
平
成
８
年
）

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ

〃
オ
ジ
ロ
ワ
シ

〃
○
（
平
成
1
7
年
）

オ
オ
ワ
シ

〃
○
（
平
成
1
7
年
）

カ
ン
ム
リ
ワ
シ

〃
ク
マ
タ
カ

〃
は
や
ぶ
さ
科
シ
マ
ハ
ヤ
ブ
サ

〃
ハ
ヤ
ブ
サ

〃
き

じ
科
ラ
イ
チ
ョ
ウ

〃
○
（
平
成
2
4
年
）

つ
る

科
タ
ン
チ
ョ
ウ

〃
○
（
平
成
５
年
）

く
い

な
科
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

〃
○
（
平
成
1
6
年
）

あ
と

り
科
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

〃
み
つ
す
い
科
ハ
ハ
ジ
マ
メ
グ
ロ

〃
ひ

た
き

科
ア
カ
ヒ
ゲ

〃
ホ
ン
ト
ウ
ア
カ
ヒ
ゲ

〃
ウ
ス
ア
カ
ヒ
ゲ

〃
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ

〃
○
（
平
成
1
1
年
）

オ
オ
セ
ッ
カ

〃
や
い
ろ
ち
ょ
う
科
ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ

〃
う

科
チ
シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス

〃
き
つ
つ
き
科
オ
ー
ス
ト
ン
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ

〃
ミ
ユ
ビ
ゲ
ラ

〃
ノ
グ
チ
ゲ
ラ

〃
○
（
平
成
1
0
年
）

あ
ほ
う
ど
り
科

ア
ホ
ウ
ド
リ

〃
○
（
平
成
５
年
）

※
平
成
1
8年
改
定

ふ
く
ろ
う
科
ワ
シ
ミ
ミ
ズ
ク

平
成
９
年

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

平
成
５
年

○
（
平
成
５
年
）

＊
哺
乳
類
（
５
種
）

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

ね
こ

科
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

平
成
６
年

○
（
平
成
７
年
）

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

〃
○
（
平
成
７
年
）

お
お
こ
う
も
り
科
ダ
イ
ト
ウ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

平
成
1
6
年

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

平
成
2
1
年

○
（
平
成
2
2
年
）

う
さ

ぎ
科
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

平
成
1
6
年

○
（
平
成
1
6
年
）

＊
爬
虫
類
（
１
種
）

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

へ
び

科
キ
ク
ザ
ト
サ
ワ
ヘ
ビ

平
成
７
年

＊
両
生
類
（
１
種
）

特
定
国
内
希
少
野
生
保
護
増
殖
事
業
計
画

動
植
物
種
(
指
定
年
)

(
策
定
年
)

科
名

種
名

指
定
年

さ
ん
し
ょ
う
う
お
科
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

平
成
７
年

○
（
平
成
８
年
）
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表
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参考資料 ● 希少種の保護関係

( 3
 ) 

 

県
側

に
つ

い
て

は
最

近
野

呂
川

流
域

の
林

道
が

広
河

原
ま

で
開

さ
く

さ
れ
、

今
後
こ

の
沿

線
に
つ

い
て

の
伐
採

が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

 

 
山

頂
周

辺
等

、
景

観
上

重
要

な
地

域
の

森
林

は
更

新
困

難
地

で
施

業
対
象

外
で
あ

る
が

、
山
腹

部
、

野
呂
川

源

流
部

利
用

ル
ー
ト

沿
線

等
に

つ
い

て
は

施
業

と
の

調
整
を

お
こ

な
っ

た
。

 

 
水

力
発

電
に

つ
い

て
も

野
呂

川
流

域
に

県
営

発
電

の
計

画
が

あ
り

一
部
工

事
中
で

あ
る

の
で
こ

れ
を

勘
案
の

う
え

計
画

し
た

。
 

 

(
２
)
保

護
の

方
針

 

 

ア
．

本
国

立
公

園
の

景
観

の
主

体
を

な
す

各
主

稜
山

系
の

山
頂

部
に

つ
い
て

は
原
始

景
観

の
保
護

を
は

か
る
た

め
特

別
保

護
地

区
を

設
定

し
厳

正
な

保
護

を
は

か
る

。
 

 イ
．

特
別

保
護

地
区

以
外

の
山

稜
部

に
つ

い
て

も
第

１
種

特
別

地
域

と
し
て

特
別
保

護
地

区
に
準

じ
て

保
護
を

は
か

る
も

の
と

す
る
。

 

 ウ
．

山
稜

部
以

外
に

つ
い

て
は

野
呂

川
源

流
部

の
保

護
に

重
点

を
お

く
も
の

と
し
、

必
要

地
域
に

つ
い

て
特
別

保
護

地
区

及
び

第
１

種
特

別
地

域
を

設
定

し
、

森
林

を
主

体
と

す
る

原
始

景
観
の

保
護
を

は
か

る
。

 

 エ
．

そ
の

他
の

地
域

に
つ

い
て

は
、

そ
の

景
観

の
重

要
度

と
利

用
上

の
必
要

性
に
応

じ
、

他
産
業

と
の

調
整
を

は
か

り
、

第
１

種
特
別

地
域
～

第
３

種
特

別
地

域
に

区
分

す
る

。
 

 (
３
)
利

用
の

方
針

 

ア
．

本
国

立
公

園
の

利
用

は
今

後
と

も
登

山
利

用
が

主
体

と
な

る
の

で
こ
れ

に
関
す

る
施

設
の
計

画
に

重
点
を

お
く

も
の

と
す

る
。

 

 
 

な
お

一
部

地
域

に
つ

い
て

は
一

般
利

用
者

の
流

入
も

予
想

さ
れ

る
の
で

、
こ
れ

に
つ

い
て
も

検
討

計
画
す

る
。

 

 イ
．

登
山

利
用

に
つ

い
て

は
各

稜
山

系
の

縦
走

路
を

主
要

ル
ー

ト
と

し
ル
ー

ト
上
の

宿
泊

施
設
の

適
正

配
置
を

計
画

す
る

。
 

 
宿

泊
施

設
の

種
別

に
つ

い
て

は
、

現
在

比
較

的
利

用
者

の
多

い
間

ノ
岳
以

北
の
北

部
地

域
に
つ

い
て

は
主
と

し

て
山

小
屋

を
、

南
部

地
域

に
つ

い
て

は
主

と
し

て
避

難
小

屋
を

計
画

し
利
用

の
安
全

を
は

か
る
。

 

 ウ
．

主
要

ル
ー

ト
で

あ
る

各
主

稜
山

系
の

縦
走

路
へ

の
取

付
歩

道
に

つ
い
て

は
既
存

歩
道

の
う
ち

利
用

上
最
も

適
当

と
思

わ
れ

る
も

の
の

み
を

計
画

と
し

て
と

り
上

げ
る

も
の

と
す

る
。

 

 エ
．
利

用
ル

ー
ト

、
ル

ー
ト

沿
い

計
画

地
点

以
外

に
つ

い
て

は
、
景

観
の

保
護

を
は
か

る
た
め

施
設

は
計
画

し
な

い
。

 

 オ
．

本
国

立
公

園
内

の
利

用
基

地
と

し
て

北
部

地
域

に
つ

い
て

は
、

山
梨
県

側
野
呂

川
広

河
原
に

、
南

部
地
域

に
つ

い
て

は
長

野
県

側
小

渋
川

広
河

原
に

そ
れ

ぞ
れ

集
団

施
設

地
区

を
計

画
し
、

必
要
施

設
の

整
備
を

は
か

る
も
の

と

す
る

。
 

 
 

( 2
 ) 

 第
２

 
公

園
計

画
 

 １
．

基
本

方
針

 

(
１
)
現
況

及
び
特

性
 

 
南

ア
ル

プ
ス
国

立
公
園

は
、

長
野
、

山
梨

、
静

岡
の

三
県

に
跨

り
、

北
は

鋸
岳

よ
り

南
は

光
岳

ま
で

南
北

約
5
0

粁
、

東
西

約
1
5
粁
に

わ
た

り
3
,
0
0
0
米

以
上

の
高

峰
1
0
座

を
有

す
る

広
大

な
山

塊
で

、
現

況
及

び
特

性
は

次
の

と

お
り

で
あ

る
。

 

 

ア
．

地
形

、
地

質
 

 
南

ア
ル

プ
ス
国

立
公
園

は
、

日
本

を
東

西
に

分
け

る
糸

魚
川

～
静

岡
構

造
線

と
西

日
本

を
内

外
に

分
け

る
中

央

構
造

線
と

の
接
点

南
側
の

略
三

角
形
を

な
す

赤
石

楔
状

地
帯

と
呼

ば
れ

る
地

域
で

、
そ

の
山

稜
は

北
の

鋸
岳

（
2
,
6
8
5
米

）
よ

り
東

西
へ

、
駒

ヶ
岳

（
2
,
9
6
7
米

）
ア

サ
ヨ

峰
（
2
,
7
9
9
.
4
米
）

鳳
凰

三
山

（
地

蔵
ヶ

岳
2
,
7
6
4

米
、
観

音
ヶ

岳
2
,
8
4
0
.
7
米

、
薬

師
ヶ

岳
（
2
,
7
8
0
米

）
と

伸
び

る
所

謂
甲

斐
駒

、
鳳

凰
山

系
と

ア
サ

ヨ
峰

の
南

、

小
太

郎
山
（

2
,
7
2
5
.
4
米

）
よ

り
本

邦
第

２
の

高
峰

北
岳
（

3
,
1
9
3
米

）
を
へ

て
間

ノ
岳
（
3
,
1
8
9
.
5
米

）
農

鳥
岳

（
3
,
0
2
5
.
9
米
）
広

河
内
岳

、
大

蘢
岳

等
と
続

く
所

謂
白

根
山

系
と

、
仙
丈

ヶ
岳
（

3
,
0
3
2
.
9
米
）
よ

り
間

ノ
岳

の

西
側

三
峯

岳
、
北

荒
川

岳
（
2
,
6
9
8
米
）
塩

見
岳
（
3
,
0
4
7
.
3
米
）
荒

川
岳
（

中
岳

3
,
0
8
3
.
7
米
）
赤

石
岳
（
3
,
1
2
0
.
5

米
）

聖
岳

（
3
,
0
1
3
米

）
茶
臼

岳
、

光
岳

等
と

白
根

山
系

に
ほ

ぼ
平

行
し

南
々

西
に

伸
び

る
赤

石
山

系
の

三
つ

に

分
け

ら
れ

る
。
こ

れ
ら
の

山
岳

よ
り

大
井

川
、

天
竜

川
（

三
峯

川
）

富
士
川

（
釜

無
川

、
野

呂
川

）
の

源
流

が
山

稜
近

く
ま

で
伸
び

盛
ん
に

開
折

さ
れ

、
本

流
部

で
は

南
北

に
深

い
縦

谷
を

形
成

し
て

い
る

。
 

 
地

質
は

甲
斐
駒

鳳
凰
山

系
の

う
ち

鳳
凰

三
山

は
花

崗
岩

か
ら

な
り

白
根

赤
石

山
系

は
角

岩
硬

砂
岩

、
粘

板
岩

、

等
の

古
生

層
に
よ

り
構
成

さ
れ

て
い

る
が

同
山

系
の

北
東

接
触

部
で

は
結

晶
片

岩
等

の
変

成
岩

が
み

ら
れ

る
。

 

 

イ
．

地
被

 

 
南

ア
ル

プ
ス
国

立
公
園

の
森

林
限
界

は
他

の
山

岳
と

較
べ

る
と

高
く

北
部

で
は

標
高

2
,
5
0
0
米

附
近

ま
で

、
南

部
で

は
2
,
7
0
0
米

附
近
ま

で
お

よ
び

ブ
ナ

、
ツ

ガ
、

モ
ミ

、
ト

ウ
ヒ

、
ア

オ
モ

リ
ト

ド
マ

ツ
、

シ
ラ
ベ

等
が
繁

茂

し
原

始
林

相
を
呈

し
て
い

る
。

 

 
森

林
限

界
よ
り

上
部
は

、
ハ

イ
マ

ツ
帯

及
び

岩
石

地
で

仙
丈

岳
を

始
め

各
所

に
ハ

イ
マ

ツ
の

大
群

落
が

み
ら

れ

る
ほ

か
、

2
,
8
0
0
米
附

近
よ
り

山
稜

部
に

か
け

て
は

、
ハ

ナ
シ

ノ
ブ

、
タ

カ
ネ

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

、
シ

ラ
ネ

ア
オ

イ

等
の

中
湿

性
高
山

植
物
の

お
花

畠
が

所
々

に
み

ら
れ

る
。

 

 ウ
．

特
殊

景
観

 

 
自

然
現

象
と
し

て
仙
丈

岳
東

南
等

数
ヶ

所
に

氷
蝕

地
形

（
カ

ー
ル

）
が

み
ら

れ
る

。
 

 
動

物
の

う
ち
鳥

類
は
ラ

イ
チ

ョ
ウ

、
ダ

ケ
ガ

ラ
ス

、
タ

カ
、

コ
マ

ド
リ

等
が

棲
息

し
、

獣
類

と
し

て
、

カ
モ

シ

カ
、

シ
カ

、
イ
ノ

シ
シ
、

サ
ル

等
も

本
邦

中
で

最
も

多
く

棲
息

す
る

箇
所

の
一

つ
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

蝶
類

に

も
珍

し
い

も
の
が

見
ら
れ

る
。

そ
の

他
人

文
景

観
で

は
特

に
み

る
べ

き
も

の
は

な
い

。
 

 エ
．

土
地

所
有
関

係
 

 
長

野
県

側
は
そ

の
ほ
と

ん
ど

が
国

有
林

、
山

梨
県

側
は

大
部

分
か

恩
賜

県
有

林
で

占
め

ら
れ

、
一

部
に

民
有

林

が
介

在
す

る
。
静

岡
県
側

は
大

部
分

が
東

海
パ

ル
プ

等
の

民
有

林
で

一
部

に
国

有
林

が
あ

る
。

 

 オ
．

産
業

関
係

 

 
本

公
園

候
補
地

内
の
主

た
る

産
業

は
林

業
で

あ
り

、
一

部
に

水
力

発
電

の
計

画
が

あ
る

。
 

 
林

業
は

主
と
し

て
山
麓

よ
り

山
腹

へ
か

け
て

計
画

さ
れ

特
に

静
岡

県
側

民
有

林
の

伐
採

が
進

ん
で

い
る

。
山

梨

生
息

地
等

保
護

区
一

覧
表

（平
成
２
４
年
３
月
現
在
）

名
称

設
定

年
月

日
面

積
（h

a）
(　
)は

管
理

地
区

指
定

地
の

概
要

保
護

に
関

す
る
方

針
（概

要
）

羽
田

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ

生
息

地
保

護
区

（栃
木

県
大

田
原

市
）

平
成

6年
12

月
26

日
60

.6
(1
2.
8)

・栃
木

県
北

部
の

那
須

野
ヶ
原

扇
状

地
東

部
に

位
置

す
る
丘

陵
地

。
・羽

田
沼

と
同

沼
を
水

源
と

す
る
農

業
用

水
路

及
び
そ
れ

ら
を
取

り
巻

く
水

田
等

。

・ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の

生
息

に
は

、
用

水
路

の
水

質
･形

質
維

持
及

び
餌

条
件

､産
卵

母
貝

で
あ
る
マ
ツ
カ
サ

ガ
イ
の

生
息

の
確

保
が

必
要

。
・当

該
区

域
に
お
け
る
各

種
行

為
は

、
用

水
路

の
水

質
・形

質
等

の
生

息
環

境
へ

の
影

響
に
つ
い
て
特

に
配

慮
が

必
要

。
・マ

ツ
カ
サ

ガ
イ
の

捕
獲

を
規

制
。

北
岳

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ

生
育

地
保

護
区

（山
梨

県
南

ア
ル

プ
ス
市

）
平

成
6年

12
月

26
日

38
.5
(3
8.
5)
全

域
・南

ｱ
ﾙ
ﾌ
ﾟｽ
北

岳
山

頂
部

南
東

斜
面

。
・標

高
2,
75

0m
以

上
の

高
山

帯
で
、
高

山
植

物
群

落
地

帯
。

・キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の

生
育

に
は

、
生

育
基

盤
で
あ
る
地

形
・地

質
の

維
持

並
び
に
キ
タ
ダ

ケ
ソ
ウ
群

落
及

び
周

辺
植

生
の

確
保

が
必

要
。
・当

該
区

域
に
お
け
る
各

種
行

為
は

、
地

形
、
地

質
、
植

生
等

の
生

育
環

境
へ

の
影

響
に
つ
い
て
特

に
配

慮
が

必
要

。
・積

雪
期

以
外

の
期

間
（毎

年
６
月

１
日

か
ら
11

月
30

日
ま
で
）に

つ
い
て
登

山
道

を
除

く
全

域
を
立

入
制

限
地

区
に
指

定
。

善
王
寺
長
岡
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

生
息

地
保

護
区

（京
都

府
京

丹
後

市
）

平
成

18
年

7月
3日

13
.1
(3
.9
)

・丹
後

半
島

の
ほ

ぼ
中

央
部

の
丘

陵
地

に
位

置
す
る
標

高
30

～
60

ｍ
の

小
丘

陵
。
・主

に
落

葉
広

葉
樹

二
次

林
で
、
一

部
竹

が
優

占
し
て
い
る
。

・繁
殖

場
所

、
幼

生
の

生
息

環
境

と
な
る
池

、
水

路
、
そ
れ

ら
の

湧
水

源
並

び
に
成

体
の

生
息

環
境

と
な
る
水

辺
周

辺
の

森
林

の
保

護
が

必
要

。
・各

種
行

為
は

、
生

息
環

境
に
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
配

慮
が

必
要

。

大
岡
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

生
息

地
保

護
区

（兵
庫

県
豊

岡
市

）
平

成
10

年
11

月
4日

3.
1(
3.
10

)全
域

・兵
庫

県
北

部
の

大
岡

山
(標

高
66

3.
6m

)の
東

南
斜

面
。
・ヤ

ブ
ツ
バ

キ
、
ア
ラ
カ
シ
等

の
常

緑
広

葉
樹

及
び
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
や

竹
林

の
混

交
林

。

・水
路

等
の

水
質

、
底

質
等

の
保

全
、
水

量
の

安
定

的
な
供

給
、
う
っ
閉

し
森

林
の

湿
潤

な
林

床
の

保
全

が
必

要
。

・当
該

区
域

に
お
け
る
各

種
行

為
は

、
生

息
環

境
に
影

響
を
及

ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う

配
慮

が
必

要
。

山
迫

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

生
育

地
保

護
区

（熊
本

県
阿

蘇
郡

高
森

町
）

平
成

8年
6月

3日
1.
13

(1
.1
3)
全

域

・阿
蘇

山
の

東
外

輪
上

に
位

置
す
る
北

向
き
の

緩
斜

面
で
､標

高
は

約
80

0m
｡・
採

草
地

と
し
て
利

用
さ
れ

て
き
た
草

地
。
・周

囲
の

土
地

は
ス
ギ
、
ク

ヌ
ギ
の

造
林

地
と
な
っ
て
い
る
。

・刈
取

り
等

の
実

施
に
よ
り
植

生
の

遷
移

を
抑

制
す
る
こ
と
が

必
要

。
・当

該
区

域
に
お
け
る
各

種
行

為
は

、
地

形
、
地

質
、
植

生
等

の
生

育
環

境
の

維
持

に
つ
い
て
配

慮
が

必
要

。

北
伯

母
様

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

生
育

地
保

護
区

（熊
本

県
阿

蘇
郡

高
森

町
）

平
成

8年
6月

3日
7.
05

(1
.9
4)

・阿
蘇

山
の

東
外

輪
上

に
位

置
す
る
北

向
き
の

緩
斜

面
で
､標

高
は

約
80

0m
｡・
高

さ
数

メ
ー
ト
ル

程
度

の
ヒ
ノ
キ
の

若
齢

造
林

地
。
・周

囲
の

土
地

は
ス
ギ
、
ク
ヌ
ギ
の

造
林

地
と
な
っ
て
い
る
。

・刈
取

り
等

の
実

施
に
よ
り
植

生
の

遷
移

を
抑

制
す
る
こ
と
、
及

び
間

伐
等

の
森

林
管

理
を
適

切
に
実

施
し
造

林
木

の
被

陰
に
よ
る
生

育
へ

の
影

響
を
最

小
限

と
す
る
こ
と

が
必

要
。
・当

該
区

域
に
お
け
る
各

種
行

為
は

、
地

形
、
地

質
、
植

生
等

の
生

育
環

境
の

維
持

に
つ
い
て
配

慮
が

必
要

。

藺
牟

田
池

ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ

生
息

地
保

護
区

（鹿
児

島
県

薩
摩

川
内

市
）

平
成

8年
6月

3日
15

3(
60

)

・藺
牟

田
池

は
、
標

高
30

0m
に
位

置
す
る
火

口
湖

で
、
池

の
北

西
部

は
泥

炭
か

ら
な
る
湿

原
と

な
っ
て
い
る
。
・藺

牟
田

池
の

周
囲

は
、
水

田
、
畑

地
等

と
し
て
利

用
さ
れ

て
い
る
ほ

か
、
宿

泊
施

設
、
キ
ャ
ン
プ
場

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。

・池
は

、
産

卵
、
幼

虫
の

生
息

、
羽

化
の

場
と
し
て
重

要
で
あ
り
、
当

該
区

域
に
お
け
る

各
種

行
為

は
、
池

の
水

位
、
水

質
、
底

質
及

び
湿

原
植

生
の

維
持

に
つ
い
て
配

慮
が

必
要

。
・池

周
辺

の
草

地
は

、
成

虫
の

採
餌

の
場

と
し
て
利

用
さ
れ

て
お
り
、
草

地
植

生
を
維

持
す
る
こ
と
が

必
要

。

宇
江
城
岳
キ
ク
ザ
ト
サ
ワ
ヘ
ビ

生
息

地
保

護
区

（沖
縄

県
久

米
島

町
）

平
成

10
年

6月
15

日
60

0(
25

5)

・沖
縄

県
久

米
島

北
部

の
宇

江
城

岳
を
中

心
と

す
る
山

地
周

辺
の

地
域

。
・複

数
の

沢
の

源
流

と
な
っ
て
お
り
、
イ
タ
ジ
イ
な
ど
の

広
葉

樹
林

が
広

が
っ
て
い
る
。

・キ
ク
ザ

ト
サ

ワ
ヘ
ビ
は

、
水

環
境

へ
の

依
存

度
が

高
く
、
水

質
の

保
全

、
集

水
域

の
地

形
及

び
森

林
の

維
持

、
水

量
の

安
定

的
な
確

保
が

必
要

。
・各

種
行

為
は

、
生

息
環

境
に
影

響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
配

慮
が

必
要

。

米
原

イ
シ
ガ
キ
ニ
イ
ニ
イ

生
息

地
保

護
区

（沖
縄

県
石

垣
市

）
平

成
15

年
11

月
11

日
9.
0(
9.
0)
全

域
・沖

縄
県

石
垣

島
北

部
の

ヤ
エ
ヤ
マ
ヤ
シ
群

落
と

一
体

と
な
っ
て
成

立
し
て
い
る
湿

潤
な
広

葉
樹

林
及

び
そ
の

周
辺

地
域

。

・生
息

基
盤

で
あ
る
広

葉
樹

林
内

の
環

境
及

び
ヤ
エ
ヤ
マ
ヤ
シ
群

落
の

一
体

的
維

持
が

必
要

。
・幼

虫
が

成
育

す
る
地

域
に
お
い
て
は

、
土

壌
の

乾
燥

化
、
踏

み
固

め
及

び
流

失
を
避

け
る
た
め
立

入
制

限
地

区
に
指

定
。

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
生

息
地

等
保

護
区

一
覧

表
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288南アルプス国立公園　　　 指定50周年記念誌

  

南
ア

ル
プ

ス
国

立
公

園
区

域
 

及
び

公
園

計
画

書
 

     

   

昭
和

3
9
年

６
月

１
日

付
け

告
示

第
2
3
9
号

（
指

定
）

 

昭
和

5
1
年

３
月

2
2
日

付
け

告
示

1
6
号

（
一

部
区

域
変

更
）

 

     

平
成

2
7
年

３
月
 

関
東

地
方

環
境

事
務

所
 編

 
 

  

※
本

書
は

、
昭

和
3
9
年

５
月

に
作

成
さ

れ
た
「

南
ア

ル
プ

ス
国

立
公

園
公

園
区

域

及
び

公
園

計
画
（

厚
生

省
）
」
を

基
に

、
以

下
の

情
報

を
更

新
し

た
も

の
で

あ
る

。

市
町

村
名

や
添

付
図

面
等

に
つ

い
て

は
、
昭

和
3
9
年

時
点

の
記

載
と

な
っ

て
い

る
。

な
お

、
平

成
2
3
年

９
月

3
0
日

付
け

告
示

４
号

に
よ

る
生

態
系

維
持

回
復

事
業

の
追

加
に

つ
い

て
は

別
途

「
南

ア
ル

プ
ス

国
立

公
園

公
園

計
画

書
（

公
園

計
画

の
一

部
変

更
）
」

を
参

照
す

る
こ

と
。

 

（
更

新
情

報
）

 

・
区

域
面

積
に

つ
い

て
、

昭
和

5
1
年

３
月

時
点

の
デ

ー
タ

を
使

用
 

・
本

文
中

の
標

高
に

つ
い

て
、

平
成

2
6
年

４
月

時
点

の
デ

ー
タ

を
使

用
 

種
名

策
定
省
庁

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
7
年
7
月
1
7
日

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
7
年
7
月
1
7
日

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
2
年
1
1
月
1
1
日

ア
ホ
ウ
ド
リ

環
境
庁

当
初

平
成
5
年
1
1
月
2
6
日

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省

変
更

平
成
1
8
年
8
月
9
日

ト
キ

環
境
庁

当
初

平
成
5
年
1
1
月
2
6
日

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

変
更

平
成
1
6
年
1
月
2
9
日

タ
ン
チ
ョ
ウ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省
、
建
設
省

平
成
5
年
1
1
月
2
6
日

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
5
年
1
1
月
2
6
日

イ
ヌ
ワ
シ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
8
年
6
月
1
8
日

ノ
グ
チ
ゲ
ラ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
1
0
年
7
月
2
8
日

オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
1
1
年
8
月
3
1
日

ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
1
1
年
8
月
3
1
日

ウ
ミ
ガ
ラ
ス

環
境
省

平
成
1
3
年
1
1
月
3
0
日

エ
ト
ピ
リ
カ

環
境
省

平
成
1
3
年
1
1
月
3
0
日

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

オ
ジ
ロ
ワ
シ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
1
7
年
1
2
月
1
日

オ
オ
ワ
シ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
1
7
年
1
2
月
1
日

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
8
年
8
月
9
日

ラ
イ
チ
ョ
ウ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
2
4
年
1
0
月
3
1
日

（ 両 生 類 ）

ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

環
境
庁
、
建
設
省

平
成
8
年
6
月
1
8
日

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ

環
境
庁
、
文
部
省
、
農
林
水
産
省
、
建
設
省

平
成
7
年
7
月
1
7
日

イ
タ
セ
ン
パ
ラ

環
境
庁
、
文
部
省
、
農
林
水
産
省
、
建
設
省

平
成
8
年
6
月
1
8
日

ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
7
月
2
9
日

ア
ユ
モ
ド
キ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ

環
境
庁
、
文
部
省
、
農
林
水
産
省

平
成
8
年
6
月
1
8
日

ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ

環
境
庁
、
文
部
省
、
農
林
水
産
省

平
成
9
年
4
月
3
日

ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ

環
境
庁
、
文
部
省
、
農
林
水
産
省

平
成
9
年
4
月
3
日

ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
7
年
1
2
月
1
6
日

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ト
ン
ボ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

ハ
ナ
ダ
カ
ト
ン
ボ

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ

環
境
庁

平
成
7
年
7
月
1
7
日

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

環
境
庁
、
農
林
水
産
省

平
成
8
年
6
月
1
8
日

ハ
ナ
シ
ノ
ブ

環
境
庁

平
成
8
年
6
月
1
8
日

チ
ョ
ウ
セ
ン
キ
バ
ナ
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
7
月
2
9
日

ム
ニ
ン
ツ
ツ
ジ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

ム
ニ
ン
ノ
ボ
タ
ン

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

ア
サ
ヒ
エ
ビ
ネ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

ホ
シ
ツ
ル
ラ
ン

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

シ
マ
ホ
ザ
キ
ラ
ン

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

タ
イ
ヨ
ウ
フ
ウ
ト
ウ
カ
ズ
ラ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

コ
バ
ト
ベ
ラ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

ウ
ラ
ジ
ロ
コ
ム
ラ
サ
キ

農
林
水
産
省
、
環
境
省

平
成
1
6
年
1
1
月
1
9
日

ヒ
メ
タ
ニ
ワ
タ
リ

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

コ
ヘ
ラ
ナ
レ
ン

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

シ
マ
カ
コ
ソ
ウ

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

ウ
チ
ダ
シ
ク
ロ
キ

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省

平
成
2
1
年
3
月
1
9
日

（ 昆 虫 類 ） （ 植 物 ）

保
護

増
殖

事
業

計
画

一
覧

（
4
9
種

）

（ 魚 類 ）

平
成
2
4
年
1
1
月
現
在

告
示
年
月
日

（ 哺 乳 類 ） （ 鳥 類 ）

種
名

確
認

・
認

定
者

イ
タ

セ
ン

パ
ラ

大
阪

市
（

水
道

記
念

館
）

平
成

17
年

 7
月

シ
マ

フ
ク

ロ
ウ

釧
路

市
（

釧
路

市
動

物
園

）
平

成
18

年
 4

月

レ
ブ

ン
ア

ツ
モ

リ
ソ

ウ
礼

文
町

（
高

山
植

物
培

養
セ

ン
タ

ー
）

平
成

18
年

11
月

イ
タ

セ
ン

パ
ラ

氷
見

市
平

成
19

年
 3

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
東

京
都

井
の

頭
自

然
文

化
園

平
成

19
年

 4
月

ア
ホ

ウ
ド

リ
財

団
法

人
山

階
鳥

類
研

究
所

平
成

20
年

 1
月

イ
タ

セ
ン

パ
ラ

大
阪

府
（

大
阪

府
環

境
農

林
水

産
総

合
研

究
所

 水
生

生
物

セ
ン

タ
ー

）
平

成
21

年
 8

月

ト
キ

石
川

県
（

い
し

か
わ

動
物

園
）

平
成

21
年

12
月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
佐

世
保

市
（

西
海

国
立

公
園

九
十

九
島

動
植

物
園

）
平

成
22

年
 3

月

シ
マ

フ
ク

ロ
ウ

根
室

市
平

成
22

年
 4

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
福

岡
市

（
福

岡
市

動
物

園
）

平
成

22
年

 4
月

ト
キ

出
雲

市
平

成
22

年
10

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
横

浜
市

（
よ

こ
は

ま
動

物
園

）
平

成
23

年
 4

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
富

山
市

（
富

山
市

フ
ァ

ミ
リ

ー
パ

ー
ク

）
平

成
23

年
 4

月

ア
カ

ガ
シ

ラ
カ

ラ
ス

バ
ト

東
京

都
（

恩
賜

上
野

動
物

園
、

多
摩

動
物

公
園

）
平

成
23

年
 4

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
盛

岡
市

（
盛

岡
市

動
物

公
園

）
平

成
23

年
 6

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
沖

縄
市

（
沖

縄
こ

ど
も

未
来

ゾ
ー

ン
）

平
成

23
年

 6
月

ト
キ

国
立

大
学

法
人

新
潟

大
学

平
成

23
年

 9
月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
名

古
屋

市
（

東
山

動
物

園
）

平
成

23
年

 9
月

ト
キ

長
岡

市
平

成
23

年
10

月

ツ
シ

マ
ヤ

マ
ネ

コ
京

都
市

（
京

都
市

動
物

園
）

平
成

24
年

 3
月

ア
ホ

ウ
ド

リ
東

京
都

平
成

24
年

10
月

ト
キ

佐
渡

市
平

成
25

年
 4

月

・
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

　
抄

（
保

護
増

殖
事

業
計

画
）

  
  

  
  

  
４

  
環

境
大

臣
は

、
前

項
の

認
定

を
し

た
と

き
は

、
環

境
省

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
そ

の
旨

を
公

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
  

  
  

  
  

  
い

。
第

四
十

八
条

第
二

項
又

は
第

三
項

の
規

定
に

よ
り

こ
れ

を
取

り
消

し
た

と
き

も
、

同
様

と
す

る
。

　
　

　
　

　
３

　
環

境
大

臣
等

は
、

第
一

項
の

保
護

増
殖

事
業

計
画

を
定

め
た

と
き

は
、

そ
の

概
要

を
官

報
で

公
示

し
、

か
つ

、
そ

の
保

護
  

  
  

  
  

  
増

殖
事

業
計

画
を

一
般

の
閲

覧
に

供
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

　
　

　
　

　
４

　
第

一
項

及
び

前
項

の
規

定
は

、
第

一
項

の
保

護
増

殖
事

業
計

画
の

変
更

に
つ

い
て

準
用

す
る

。

（
認

定
保

護
増

殖
事

業
等

）

　
第

四
十

六
条

  
国

は
、

国
内

希
少

野
生

動
植

物
種

の
保

存
の

た
め

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
保

護
増

殖
事

業
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　
　

　
　

　
２

  
地

方
公

共
団

体
は

、
そ

の
行

う
保

護
増

殖
事

業
で

あ
っ

て
そ

の
事

業
計

画
が

前
条

第
一

項
の

保
護

増
殖

事
業

計
画

に
適

合
  

  
  

  
  

  
す

る
も

の
に

つ
い

て
、

環
境

大
臣

の
そ

の
旨

の
確

認
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

保
護

増
殖

事
業

確
認

・
認

定
一

覧

平
成

25
年

4月
現

在

確
認

・
認

定
年

月

  
第

四
十

五
条

  
環

境
大

臣
及

び
保

護
増

殖
事

業
を

行
お

う
と

す
る

国
の

行
政

機
関

の
長

(第
三

項
に

お
い

て
｢環

境
大

臣
等

｣と
い

う
)は

、
  

  
  

  
  

  
保

護
増

殖
事

業
の

適
正

か
つ

効
果

的
な

実
施

に
資

す
る

た
め

、
中

央
環

境
審

議
会

の
意

見
を

聴
い

て
保

護
増

殖
事

業
計

画
を

  
  

  
  

  
  

定
め

る
も

の
と

す
る

。

　
　

　
　

　
２

  
前

項
の

保
護

増
殖

事
業

計
画

は
、

保
護

増
殖

事
業

の
対

象
と

す
べ

き
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
ご

と
に

、
保

護
増

殖
事

業
  

  
  

  
  

  
の

目
標

、
保

護
増

殖
事

業
が

行
わ

れ
る

べ
き

区
域

及
び

保
護

増
殖

事
業

の
内

容
そ

の
他

保
護

増
殖

事
業

が
適

正
か

つ
効

果
的

  
  

  
  

  
  

に
実

施
さ

れ
る

た
め

に
必

要
な

事
項

に
つ

い
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

  
  

　
　

　
３

  
国

及
び

地
方

公
共

団
体

以
外

の
者

は
、

そ
の

行
う

保
護

増
殖

事
業

に
つ

い
て

、
そ

の
者

が
そ

の
保

護
増

殖
事

業
を

適
正

か
  

  
  

  
  

  
つ

確
実

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

、
及

び
そ

の
保

護
増

殖
事

業
の

事
業

計
画

が
前

条
第

一
項

の
保

護
増

殖
事

業
計

画
に

適
合

  
  

  
  

  
  

し
て

い
る

旨
の

環
境

大
臣

の
認

定
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

南アルプス国立公園指定50周年記念誌
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参考資料 ● 希少種の保護関係
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- 
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-

ラ
イ

チ
ョ

ウ
保

護
増

殖
事
業

計
画

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平
成

24
年

10
月

31
日

文
部
科
学
省

農
林
水
産
省

環
 
境
 
省

第
１

 
事

業
の

目
標

 
ラ
イ
チ
ョ

ウ
（

La
go

pu
s 

m
ut

us
 ja

po
ni

cu
s）

は
、
種
ラ
イ

チ
ョ
ウ
（

La
go

pu
s 

m
ut

us
）
の

中

で
、
最

も
南
に

隔
離

分
布

す
る
日

本
固

有
亜
種

で
、

本
州

中
部
の

頸
城

山
塊
、

北
ア

ル
プ

ス
、
乗

鞍
岳
、

御
嶽

山
及

び
南
ア

ル
プ

ス
の
高

山
帯

で
繁

殖
し
、

冬
に

は
亜
高

山
帯

に
も

降
り
て

生
活
す

る
。

日
本

の
山
岳

生
態

系
を
象

徴
す

る
種

で
あ
り

、
日

本
の
生

物
多

様
性

を
保
全
し
て

い
く
た

め
に
も
重

要
な
種
の

一
つ
で

あ
る
。
 

本
亜
種
は
、
約

２
万
年

前
の
最
終

氷
期
に

大
陸
か
ら

日
本
列
島

に
移
動

し
て
き
て

以
後

、

山
岳
ご

と
に
異

な
る

遺
伝

子
組
成

を
持

っ
た
個

体
群

に
分

化
し
て

い
る

こ
と
が

、
ミ

ト
コ

ン
ド
リ

ア
Ｄ
Ｎ

Ａ
の

解
析

か
ら
明

ら
か

に
な
っ

て
い

る
。

ま
た
、

最
近

の
調
査

か
ら

は
、

山
岳
の

個
体
群

ご
と

に
、

一
腹
卵

数
、

営
巣
環

境
、

餌
内

容
、
な

わ
ば

り
の
広

さ
等

に
違

い
が
あ
る
こ

と
が
分

か
っ
て
き

た
。
 

本
亜
種

の
生
息

に
つ

い
て

は
、
か

つ
て

は
、
中

央
ア

ル
プ

ス
、
白

山
、

八
ヶ
岳

及
び

蓼

科
山
に
も
生

息
し
て

い
た
記
録

が
あ
る
が

、
こ
れ
ら

の
山
岳
の

個
体
群

は
絶
滅
し

て
い
る

。

た
だ
し
、
平

成
2
1
年
に

は
、
白
山

で
7
0
年
ぶ

り
に
雌

１
羽
が
確

認
さ
れ

、
そ
の
１

羽
は

そ
の
後
も
３

年
間
に

わ
た
り
生

息
が
確
認

さ
れ
て

い
る
。
 

全
国
の
個
体

数
は
、

1
9
8
4
年
以
前

に
2
0
年
か
け

た
調
査

か
ら

約
3
,
0
0
0
羽

と
推
定

さ

れ
た
が
、
同

じ
方
法

で
行
わ
れ

た
最
近
の

調
査
で
は

2
,
0
0
0
羽
以

下
に
減

少
し
て
い

る
と

推
定
さ
れ
て

い
る
。
 

キ
ツ
ネ

・
カ
ラ

ス
等

捕
食

者
と
な

り
得

る
種
の

本
亜

種
の

生
息
地

へ
の

分
布
拡

大
、

登

山
者
に

よ
る
ご

み
の

放
置

や
不
適

切
な

し
尿
処

理
等

の
山

岳
環
境

の
汚

染
に
起

因
す

る
細

菌
・
ウ

イ
ル
ス

等
の

感
染

、
開
発

に
よ

る
生
息

地
の

減
少

や
分
断

、
本

亜
種
の

生
息

地
に

従
来
生

息
し
て

い
な

か
っ

た
ニ
ホ

ン
ジ

カ
等
の

野
生

動
物

の
分
布

が
拡

大
し
、

高
山

植
生

が
採
食

さ
れ
る

こ
と

に
よ

る
生
息

環
境

の
劣
化

等
の

様
々

な
要
因

が
本

亜
種
の

生
息

に
影

響
を
及

ぼ
す
こ

と
が

懸
念

さ
れ
て

い
る

。
ま
た

、
長

期
的

に
は
気

候
変

動
に
よ

り
、

本
亜

種
の
生

息
適
地

が
減

少
す

る
可
能

性
も

指
摘
さ

れ
て

い
る

。
本
亜

種
の

生
息
を

圧
迫

し
て

い
る
要

因
を
特

定
す

る
こ

と
は
現

時
点

で
は
困

難
で

あ
る

が
、
今

後
の

調
査
分

析
に

よ
り

そ
の
要

因
を
明

ら
か

に
し

、
そ
の

後
の

対
策
を

講
じ

て
い

く
こ
と

が
大

き
な
課

題
と

な
っ

て
い
る
。

- 
2 

-

 
本
事

業
は
、

山
岳

ご
と

に
本
亜

種
の

生
息
状

況
を

よ
り

詳
細
に

把
握

し
、
生

息
を

圧
迫

す
る
要

因
を
明

ら
か

に
す

る
こ
と

に
よ

り
、
そ

の
軽

減
及

び
除
去

を
行

い
、
本

亜
種

の
生

息
に
必

要
な
環

境
の

維
持

及
び
改

善
を

図
る
と

と
も

に
、

野
生
個

体
数

の
急
激

な
減

少
も

想
定
し

て
、
飼

育
繁

殖
技

術
を
確

立
し

、
繁
殖

個
体

の
適

切
な
方

法
に

よ
る
再

導
入

等
を

検
討
す

る
こ
と

等
に

よ
り

、
本
亜

種
が

自
然
状

態
で

安
定

的
に
存

続
で

き
る
状

態
と

す
る

こ
と
を
目
標

と
す
る

。
 

第
２

 
事

業
の

区
域

 
新
潟

県
、
富

山
県

、
石

川
県
、

山
梨

県
、
長

野
県

、
岐

阜
県
及

び
静

岡
県
に

お
け

る
本

亜
種
の

分
布
域

（
か

つ
て

分
布
域

で
あ

っ
た
地

域
を

含
む

。
）
並

び
に

第
３
の

３
に

よ
り

飼
育
下
に
お

け
る
繁

殖
を
行
う

区
域

第
３

 
事

業
の

内
容

１
 
生

息
状
況

等
の

把
握

 
本
事
業

を
適
切

か
つ
効

果
的
に
実

施
す
る

た
め
、

以
下
の

調
査
を

本
亜
種

の
生
息

す
る
山

岳
ご
と
に

行
う
こ

と
に
よ

り
、
本
亜

種
及
び

本
亜
種

を
取
り

巻
く
状

況
に
関

す
る
情

報
の
収

集
及
び
実

態
の
把

握
に
努

め
る
。
調

査
の
実

施
に
際

し
て
は

、
研
究

者
の
ほ

か
、
山

岳
関
係

者
、
登
山
者

等
か
ら

も
目
撃
情

報
等
を
収

集
す
る

よ
う
努
め

る
。

 （
１
）

生
息

状
況

の
調

査
及

び
モ

ニ
タ
リ
ン

グ

 
 
 
本

亜
種
の

分
布
域

、
個
体
数

、
生
息

密
度
等

の
生
息

状
況
を

把
握
す

る
た
め

の
調
査

及
び
定
期

的
な
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
を

行
う
。
な

お
、
本

亜
種
の

個
体
数

に
つ
い

て
は
、

あ

る
程
度
の

年
変
動

が
あ
る

こ
と
が

確
認
さ
れ

て
い
る

こ
と
か

ら
、
継

続
的
な

モ
ニ
タ

リ

ン
グ
を
行
う

。
 

 （
２
）

山
岳
ご

と
の
個

体
群

の
生

態
等
の
把

握

 
本

亜
種

に
つ

い
て

は
、

最
近

の
調

査
に

よ
っ

て
山

岳
ご

と
に

生
態

等
に

違
い
が

あ
る

こ
と

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

た
め

、
本

亜
種

の
山

岳
ご

と
の

個
体

群
の

食
性

及
び
採

餌
行

動
、

繁
殖

時
期

及
び

繁
殖

生
態

、
繁

殖
成

功
率

、
死

亡
率

、
若

鳥
の

移
動

分
散
等

の
本

事
業
を
実
施

す
る
に

当
た
っ

て
必
要
と
な

る
基
本

的
な
情
報

を
把
握

す
る
。

 
ま

た
、

過
去

及
び

現
在

の
分

布
域

に
お

け
る

個
体

か
ら

得
ら

れ
る

羽
や

血
液
等

の
試

料
に

つ
い

て
遺

伝
子

解
析

を
進

め
、

山
岳

ご
と

の
個

体
群

の
遺

伝
的

多
様

性
、
そ

の
変

ラ
イ

チ
ョ

ウ
保

護
増

殖
事

業
計

画
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あ

わ
せ

て
、

山
岳

環
境

の
維

持
・

改
善

等
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

本
亜

種
へ

の
影

響

が
懸

念
さ

れ
る

感
染

症
の

侵
入

を
防

止
す

る
。

３
 

飼
育

下
で

の
繁

殖
及

び
再

導
入

等
の

検
討

 
一

部
の

山
岳

に
お

い
て

は
、

本
亜

種
の

分
布

域
の

縮
小

及
び

個
体

数
の

減
少

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
感

染
症

等
に

よ
り

、
個

体
数

が
急

激
に

減
少

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

て
対

策
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

。
具

体
的

に
は

、
健

全
な

野
生

個
体

群
が

存
在

す
る

今
の

段
階

か
ら

、
飼

育
繁

殖
技

術
の

確
立

及
び

飼
育

下
に

お
け

る
生

態
的

知
見

の
把

握
を

行
い

、
一

定
の

個
体

数
の

維
持

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

繁
殖

に
必

要
な

体
制

の
整

備
等

を
行

っ
た

上
で

飼
育

繁
殖

を
実

施
す

る
。

 
ま

た
、

飼
育

繁
殖

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

個
体

は
、

必
要

に
応

じ
て

本
亜

種
の

生
息

地
へ

の
再

導
入

等
を

検
討

す
る

。
な

お
、

個
体

の
飼

育
繁

殖
、

再
導

入
等

に
当

た
っ

て
は

、
飼

育
下

に
お

け
る

繁
殖

に
よ

る
行

動
特

性
の

変
化

、
飼

育
個

体
同

士
又

は
再

導
入

等
し

た
個

体
か

ら
野

生
個

体
群

へ
の

病
原

体
の

感
染

等
の

飼
育

個
体

群
及

び
野

生
個

体
群

の
存

続
を

圧
迫

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

要
因

に
も

十
分

留
意

し
、

適
切

な
飼

育
繁

殖
及

び
再

導
入

等
の

方
法

を
確

立
す

る
。

４
 

普
及

啓
発

等
の

推
進

 
本

亜
種

の
保

護
増

殖
事

業
を

実
効

あ
る

も
の

と
す

る
た

め
に

は
、

国
及

び
関

係
地

方
公

共
団

体
、

各
種

事
業

活
動

を
行

う
事

業
者

並
び

に
関

係
地

域
の

住
民

及
び

山
岳

利
用

者
を

始
め

と
す

る
国

民
の

理
解

及
び

協
力

が
不

可
欠

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
本

亜
種

の
生

息
状

況
及

び
保

護
の

必
要

性
、

山
岳

を
利

用
す

る
際

の
留

意
事

項
、

本
亜

種
に

影
響

を
及

ぼ
す

動
物

の
侵

入
防

止
策

の
必

要
性

、
本

事
業

の
実

施
状

況
等

に
関

す
る

普
及

啓
発

及
び

情
報

発
信

を
、

本
亜

種
の

生
態

、
飼

育
繁

殖
技

術
等

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

を
有

す
る

者
、

地
元

の
保

護
活

動
団

体
、

観
光

関
係

者
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

進
め

、
本

亜
種

の
保

全
に

対
す

る
配

慮
及

び
協

力
を

働
き

か
け

、
地

域
の

自
主

的
な

保
護

活
動

の
展

開
が

図
ら

れ
る

よ
う

努
め

る
。

５
 

効
果

的
な

事
業

の
推

進
の

た
め

の
連

携
の

確
保

 
本

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

国
、

関
係

地
方

公
共

団
体

、
本

亜
種

の
生

態
、

飼
育

繁
殖

技
術

等
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
を

有
す

る
者

、
地

元
の

保
護

活
動

団
体

、
観

光
関

係
者

、
地

域
の

住
民

等
関

係
者

間
の

連
携

を
図

り
、

効
果

的
に

事
業

が
推

進
さ

れ
る

よ
う

努
め

る
。

 

- 
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化
等

を
把
握

す
る
。
 

 

（
３

）
個
体

群
の

維
持

に
影

響
を
及

ぼ
す

要
因

の
把

握
 

 
 
 
一

部
の
山

岳
で
は

本
亜
種
の

個
体
数

の
明

ら
か

な
減

少
傾

向
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

実
際
に

個
体
数

が
減
少

し
て
い
る

山
岳

に
お

い
て

、
減

少
要

因
を

解
明

す
る

た
め

の
調
査

等
を
実

施
す
る
。

 
 
 
ま

た
、
本

亜
種
へ

の
影
響
が

懸
念
さ

れ
る

感
染

症
の

原
因

菌
等

に
つ

い
て

、
本

亜
種

に
お

け
る
保

有
状
況
、
本
亜
種
を

取
り
巻
く

生
息

環
境

へ
の

侵
入

状
況

等
を

把
握

す
る

。

（
４

）
生

息
に

適
す
る

環
境

等
の
把

握

 
（

１
）

か
ら

（
３

）
ま

で
の

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
本

亜
種

の
過

去
及

び
現
在

の
分

布
域

に
お

け
る

生
息

に
適

し
た

環
境

を
山

岳
ご

と
に

明
ら

か
に

し
、

環
境

収
容
力

の
推

定
を

行
う
と

と
も
に

、
本
亜
種

と
本
亜
種

を
取

り
巻

く
生

態
系

と
の

関
係

を
把

握
す

る
。
 

 
ま

た
、

本
亜

種
の

生
息

環
境

と
し

て
重

要
な

高
山

植
生

の
分

布
域

と
気

候
変
動

と
の

関
係
を
把
握

す
る
た

め
、
長
期

的
な
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
努

め
る

。

２
 
生

息
地

に
お
け

る
生

息
環

境
の

維
持
及

び
改

善

 
本
亜

種
の
自

然
状

態
で

の
安
定

し
た

存
続

の
た

め
に

は
、

営
巣

場
所

、
隠

れ
場

及
び

餌

場
と
し

て
利
用

さ
れ

る
ハ

イ
マ
ツ

そ
の

他
の

高
山

植
生

等
本

亜
種

を
取

り
巻

く
生

態
系

全

体
を
良

好
な
状

態
に

保
つ

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
１

で
得

ら
れ

た
知

見
等

に

基
づ
き

、
本
亜

種
の

生
息

環
境
の

悪
化

、
個

体
数

の
減

少
等

を
防

止
す

る
た

め
の

効
果

的

な
対
策

の
検
討

や
、

本
亜

種
の
生

息
及

び
繁
殖

に
適

し
た

環
境

の
維

持
及

び
改

善
を

図
る

た
め
の

取
組

を
進
め

る
。

 

（
１

）
生

息
地

に
お
け

る
巡

視
等

 
本

亜
種

へ
の

不
用

意
な

接
近

、
ペ

ッ
ト

の
持

込
み

等
、

本
亜

種
の

生
息

及
び
繁

殖
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
行

為
を

防
止

す
る

た
め

に
、

本
亜

種
の

生
息
地

及
び

周
辺

地
域
に

お
け
る

巡
視
、
制

札
の
整
備

等
を

行
う

。

（
２

）
従

来
生

息
し
て

い
な

か
っ
た

野
生

動
物

等
の

侵
入

に
よ

る
影

響
の

防
止

 
高

山
植

生
を

採
食

し
、

本
亜

種
の

生
息

環
境

に
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ
る

ニ
ホ

ン
ジ

カ
等

が
、

本
亜

種
の

生
息

地
へ

と
分

布
を

拡
大

し
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て
、

そ
の

分
布

状
況

及
び

影
響

を
監

視
す

る
と

と
も

に
、

本
亜

種
の

生
息

地
及

び
周

辺
地
域

に
お

い
て

、
こ

れ
ら

の
種

の
侵

入
防

止
策

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

本
亜

種
の

生
息
地

と
し

て
重

要
な
場

所
か
ら

の
排
除
及

び
侵
入
防

止
を

図
る

。

 
ま

た
、

生
ゴ

ミ
の

放
置

等
の

人
為

的
な

要
因

に
よ

る
キ

ツ
ネ

、
カ

ラ
ス

等
の
捕

食
者

の
本

亜
種
の

生
息
地

へ
の
侵
入

防
止
に
努

め
る

。
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に
、
本
種
の
生
態
特
性
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
そ
の
効
果
的
な
実
施
方
法
を
検
討
し
、
本
種
の

生
育
・
繁
殖
に
適
し
た
環
境
の
改
善
・
回
復
を
図
る
。

３
生
育
地
へ
の
登
山
者
の
立
入
り
や
盗
掘
の
防
止

登
山
ル
ー
ト
周
辺
に
お
い
て
監
視
を
強
化
し
、
保
護
柵
や
制
札
等
を
整
備
す
る
等
に
よ
り
、

北
岳
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
生
育
地
保
護
区
の
立
入
り
制
限
措
置
の
適
切
な
実
施
を
図
る
。
な
お
、
上

記
１
の
現
状
把
握
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
生
育
地
へ
の
登
山
者
の
立
入
り
や
盗
掘
に
よ
る

影
響
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
登
山
ル
ー
ト
の
変
更
を

行
う
。

４
普
及
啓
発
の
推
進

本
種
の
保
護
増
殖
事
業
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
関
係
行
政
機
関
、
生
育
地
周

辺
の
山
小
屋
、
北
岳
へ
の
登
山
者
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
種
の
生
育
状
況
及
び
保
護
の
必
要
性
、
保
護
増
殖
事
業
の
実
施
状
況
等
に
関

す
る
普
及
啓
発
を
推
進
し
、
本
種
の
保
護
に
関
す
る
配
慮
と
協
力
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
生
育
地
へ
の
植
物
の
持
込
み
等
、
本
種
の
生
育
に
支
障
を
及
ぼ
す
行
為
の
防
止
に
つ
い

て
、
理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

５
効
果
的
な
事
業
の
推
進
の
た
め
の
連
携
の
確
保

本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
に
か
か
わ
る
国
、
山
梨
県
及
び
芦
安
村
の
各
行
政
機

関
、
本
種
の
生
態
等
に
関
す
る
研
究
者
、
登
山
関
係
者
等
の
関
係
者
間
の
連
携
を
図
り
、
効
果

的
に
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
保
護
増
殖
事
業
計
画

環
境

庁

第
１

事
業
の
目
標

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
、
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
の
山
頂
の
限
ら
れ
た
範
囲
に
の
み
生
育
す
る
多
年
生
の

草
本
植
物
で
あ
る
が
、
生
育
株
数
の
増
減
等
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
登
山
道
が
生
育
地
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
登
山
者
に
踏
み
つ
け
ら
れ
た
り
、
園
芸

価
値
が
高
い
こ
と
に
よ
る
盗
掘
の
事
例
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
本
種
の
個
体
数
の
減
少
を
も
た
ら
す

お
そ
れ
の
あ
る
要
因
が
存
在
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
北
岳
山
頂
部
に
お
け
る
本
種
の
生
育
状
況
の
把
握
と
監
視
に
努
め
つ
つ
、
登
山
者

の
踏
み
つ
け
に
よ
る
影
響
や
盗
掘
に
よ
る
被
害
等
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
生
育
環
境
の
改
善
・

回
復
を
図
る
と
と
も
に
、
生
育
地
へ
の
立
入
り
や
盗
掘
の
防
止
策
の
強
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

本
種
が
自
然
状
態
で
安
定
的
に
存
続
で
き
る
状
態
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

第
２

事
業
の
区
域

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
山
頂
部

第
３

事
業
の
内
容

１
生
育
状
況
の
把
握
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

本
事
業
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
実
施
の
た
め
、
以
下
の
調
査
を
行
う
。

(1
)生
育
状
況
の
把
握
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

生
育
地
点
、
生
育
株
数
の
現
状
及
び
増
減
等
の
本
種
の
野
外
個
体
群
の
生
育
状
況
に
関
す

る
情
報
の
収
集
及
び
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

(2
)生
態
特
性
の
把
握

野
生
下
で
の
繁
殖
様
式
、
実
生
の
定
着
環
境
等
の
本
種
の
生
態
特
性
の
把
握
を
目
的
と
し

た
調
査
を
行
う
。

(3
)生
育
の
圧
迫
要
因
及
び
そ
の
影
響
の
把
握
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

盗
掘
、
登
山
者
の
生
育
地
へ
の
立
入
り
、
生
育
地
を
横
断
す
る
登
山
ル
ー
ト
に
よ
る
影
響
、

生
育
地
に
お
け
る
土
砂
の
崩
壊
、
生
育
地
へ
の
植
物
の
持
ち
込
み
等
個
体
群
の
維
持
に
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
要
因
及
び
そ
の
影
響
の
現
状
把
握
並
び
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

２
生
育
地
に
お
け
る
生
育
環
境
の
改
善
・
回
復

本
種
の
自
然
状
態
で
の
安
定
し
た
存
続
の
た
め
に
は
、
周
辺
の
植
生
や
地
質
な
ど
本
種
を
取

り
巻
く
生
態
系
全
体
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
上
記
１
の
現
状
把
握
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
本
種
の
生
育
環
境
が
悪
化
し
、

個
体
数
の
減
少
や
裸
地
化
等
の
影
響
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
原
因
を
把
握
す
る
と
と
も

平
成
７
年
７
月
１
７
日
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